
シ
リ
ー
ズ
企
画

中
学
• 

グ品
川
女
子
学
院

中
等
部
・
高
等
部

「世
界
を
こ
こ
ろ
に
」
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ

ン
を
掲
げ
る
品
川
女
子
学
院
で
は
国
際
的

に
活
躍
す
る
人
材
の
育
成
を
目
標
と
し
、

叶
O
巴
円
四
己
身
内
と
叶
O
巴

O
ア
ス
ト
を
活

用
し
て
い
る
。

「
当
校
で
は
、
一
一
八
歳
に
な
っ
た
と
き
に

社
会
で
活
躍
す
る
こ
と
を
ゴ
ー
ル
イ
メ
ー

ジ
に
し
た
『お
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
を
推
進
し

て
い
ま
す
。入
学
後
、
生
徒
た
ち
に
長
則
的

な
N
加
に
対
し
て
ど
う
行
動
し
て
い
く
か

な
貯
え
て
も
ら
う
の
で
す
が
、
州
際
的
な

助
で
川
酬
を
開
む
比
従
た
ち
は
、す
で
に

郡
部
ぞ
勉
強
科
目
で
は
な
く
コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
の
手
段
と
し
て
と
ら
え
て
い
ま

す
。
で
す
か
ら
、
実
社
会
で
用
い
ら
れ
る
世

界
共
通
の
指
標
で
あ
る
叶
O
巴
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
採
用
し
て
い
る
の
で
す
」

漆
紫
穂
子
管
支
は
こ
，

y語
る
。

同
校
で
は
中
学
三
一
年
の
英
会
話
の
授

今
学
習
し
て
い
る
叶
O
巴(い

F
正
常
、
が
つ

な
が
っ
て
学
習
意
欲
が
増
し
、
定
着
度
が

ぐ
ん
と
上
が
っ
て
く
る
の
で
す
」

中
学
三
年
生
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
へ
の
修
学
旅
行
前
に
、
初
の
叶

O
Eの

回
巳
身
内
兵
ゑ
棋
を
迎
え
る
。
'
」
の
タ
イ
ミ
ン
グ

も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
い
う
。

「
海
外
へ
の
修
学
旅
行
で
生
徒
た
ち
の
モ

チ
ベ

l
シ
ヨ
ン
が
上
が
る
時
期
に
叶
O
巴
(
U

F
正
常
を
受
験
す
る
こ
と
で
、
生
徒
た
ち

の
や
る
気
の
ス
イ
ッ
チ
が
入
り
、
学
力
が

一
周
仰
び
ま
す
。
こ
う
し
た
効
果
を
生

む
た
め
に
学
校
行
事
や
試
験
と
叶
O
巴
の

回
同
正
常
ぞ
組
会
い
わ
せ
る
よ
う
気
を
配
っ

て
い
ま
す
」

羽
入
の
反
特
も
す
ば
ら
し
い
o

h

・

ベ
O
巴
の
∞
正
問
問
導
入
初
年
度

h
・
・

の
卒
業
生
は
、
今
年
、
社
会
人
・
・

F

四
年
目
。
現
在
、
外
務
省
、
外
資

.

.

.
 

系
人
妻
、
航
空
会
社
な
ど
で
活
躍

4a

し
て
い
る
と
い
う
。
大
学
入
学
後
も
、

ク
ラ
ス
分
け
や
単
位
認
定
で
メ
リ
ッ
ト
が

園山】司【帽=田fifョョ倍'4iIf丞a

TOEIC BridgeはfTOEICの架け橋」
という意味を込めて、基礎的な英語コ

ミュニケーション能力を評価するために

開発された、世界共通のテストです。

年齢に関係なく、初・中級レベルの英

語能力を確かめたい方や、TOEICテス

トの受験準備をしたい方におすすめし

ます。 TOEICテストよりも「やさしいJ
「日常的で身近H試験時聞が短いjと

いった特長を持ってし咳す。

コR

子
供
た
ち
が
、
い
つ
か
英
語
で
世
界
と
勝
負
す
る
た
め
に
。

業
の

一
部
で
叶
O
巴
円
切
正
明
刊
を
指
導
。
高

校

一
年
生
で
は
定
則
テ
ス
ト
と
同
じ
タ
イ

ミ
ン
グ
で
三
回
実
施
し
、
英
会
話
の
成
績

に
反
映
。ま
た
、
叶
O
巴
口
四
巴
仏
m向で

一
定

の
点
を
取
得
し
た
生
徒
に
は
、
叶
O
巴
(
リ
テ

ス
ト
の
受
験
を
す
す
め
て
い
る
。
中
学
三

年
生
に
、
な
ぜ
叶
O
巴
の
野
正
常
な
の
か
を
、

し
っ
か
り
と
説
明
す
る
と
漆
管
官
言
う
。

「

g巴
2
E
m
mな
ら
日
霊
活
か
ら

題
材
を
得
た
社
会
に
つ
な
が
る
問
題
を
通

し
て
英
語
力
、
が
つ
く
。
さ
ら
に

F
正
常
の

先
の
叶
O
巴
の
の
ス
コ
ア
は
企
業
で
の
昇

進
や
海
外
赴
任
の
要
件
に
な

っ
て
い
る

こ
と
を
説
明
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り、
二
八

段
に
な
っ
た
と
き
の
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
と
、

Q TO印刷時入の
メリッ卜は?

AO基礎的な英語力を身

につける指針になる。

@ リスニングカや速読

力がつき、センター入

試対策にもなる。

@ 大学で留学の選抜や、

英語のクラス分けでも

活用されているTOEIC
テストへの移行がスム

ーズ。

ロ

バ高
lP校
ーの
さ教.ι== 
三同

チ現
I場

え聖

あ
り
、
在
学
時
に
受
験
し
て
よ
か
っ
た
と

い
う
声
は
多
い
。
漆
替
長
は
言
う
。

「
卒
業
ま
で
に
、
留
学
経
験
な
し
で

叶
O
巴
円
七
九
O
点
を
取
得
し
た
生
徒
が

い
ま
し
た
。
学
校
全
体
で
中
学
の
う
ち
か

ら
叶
O
巴

(
U
F正
常
を
効
果
的
に
活
用
す

れ
ば
、
留
学
な
し
で
も
語
学
力
は
つ
く
と

い
う
証
明
だ
と
思
い
ま
す
」

品川女子学院
学校長

漆紫穂子
1961年、東京都生
まれ。私立中高一貫

炉の教師を経て、品

川女子学院へ。06
年校長に就任。著

書:(3'1女の子が幸せ

に寄る子育てJ(かん

じ き出'!l&)、 f女の子が
幸昔、位なる授業』

(ふ業lIil)。

/
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i
F
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|TOEICBr晦 ⑮と l
T(iJ3I13テスト採用校 目

.慶慮義塾高等学校

・東京学芸大学附属国際中等教育学校

.法政大学中学高等学校

.明治大学付属中野中学校・高等学校

.早稲田実業学校

.中京大学附属中京高等学校

・同志社高等学校

.同志社女子高等学校

*2010年度採用学校より抜粋

|TomMW| 
公開テスト受験案内 l 

日
本
大
学
第
三
高
等
学
校
・
中
学
校

日
本
大
学
第
三
高
等
学

校
・
中
学
校
の
叶

O
E
n

∞

E
n縛
入
は
二

δ
O六

年
度
に
遡
る
。
そ
の
後
、
中
学

部
の
生
徒
全
員
で
の
叶
O
巴(い

切ユ円
-m
向
受
験
を
開
始
二
方
の
高
校
で
は

受
験
は
希
望
者
の
み
に
限
ら
れ
る
も
の
の
、

三
年
止
ム
に
は
大
学
生
や
社
会
人
が
受
け
る

の
と
同
じ
斗
O
巴
の
テ
ス
ト
受
験
を
推
奨

す
る
な
ど
、
積
極
的
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活

用
し
て
い
る
。
二

O
一
0
年
度
、
叶
O
巴
の

?
正
常
を
受
験
し
た
中
学
生
だ
け
で

八
五
三
人
、
高
校
生
は
斗
O
巴
凸
テ
ス
ト
を

中
心
に
八
O
人
ほ
ど
を
数
え
る
。
叶
O
巴
(

U

切
昌
弘
明
に
こ
れ
ほ
ど
注
目
す
る
理
由
は
何
か
。

同
校
の
堀
内
正
校
長
が
語
る
。

「
ス
コ
ア
を
経
年
比
較
し
て
、
成
績
が
伸

び
て
い
く
の
を
実
感
し
な
が
ら
饗
腕
で
き
、

結
果
が
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
る
と
き
に

は
、
苦
手
な
部
分
の
指
摘
を
受
け
る
こ
と

む
よ
う
に
な
っ
た
生
徒
が
増
え
、
希
望
者

が
殺
到
。
出
場
者
の
人
数
を
絞
る
ほ
ど
の

人
気
だ
と
い
う
。

ま
た
、
日
本
大
学
の
各
付
属
高
校
か
ら

精
鋭
三
名
ほ
ど
を
日
本
大
学
の
学
術
交

流
協
定
校
で
あ
る
英
国
・
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

大
学
へ
送
り
込
む
、
年
に
二
回
の
語
学
研

修
も
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
研
修
参
加
者
の

選
抜
に
お
い
て
も
、
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス

Qテスト内容と解答の形式はつ

Aテストは英文のみで構成され、解答方法の

指示も英文のみです。リスニンク‘セクション

の出題スピードは、TOEICテストより遅く、ネイティ

ブスピーカーが「注意深く話すJ際のスピードで

す。

@ 

.試験実施月:11月、3月、6月、9月

(年4回)

。受験地:全国13都市

札幌、仙台、埼玉、千葉、東京、神奈川、

名古屋、京都、大阪、兵庫、岡山、広島、

福岡

。受験料:4，200円(税込)

。申込方法:インターネットまたは、下記

の電話番号ヘ申込書を請求

*お申込の流れは、公式サイ卜でご確認ください。

日本大学第三
高等学校・中学校

学校長

堀内正
1949年、山梨県生
まれ。 1971年、日本

大学卒業後、日本大

学第 三学園に奉

職。硬式野球部長・

高校教頭・中学校教

頭を経て、2010年
高等学校・中学校校

長に就任。

も
で
き
る
。
そ
の
後
の
勉
強
が
進
め
や
す

い
。
こ
れ
が
叶
O
巴
わ
回
己
弁
ヨ
ぞ
選
ん
だ
最

大
の
理
由
で
す
」

中
学
で
は
カ
ナ
ダ
・
ア
メ
リ
カ
、
高
校
で

は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の
、
希
望
者
の
た

め
の
語
学
研
修
を
用
意
し
、
さ
ら
に
は
中

高
両
方
で
英
語
の
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

も
開
催
す
る
。
中
学
生
の
出
場
者
は
四
O

名
ほ
ど
。
英
語
学
習
に
意
欲
的
に
取
り
組

ト
の
結
果
な
ど
に
加
え
て
、
よ
り
実
践
的

な
国
際
基
準
で
あ
る
叶
O
巴
円
切
巳
身
内
や

叶
O
巴
の
ス
コ
ア
を
、
同
校
で
は
参
考
に
し

て
い
る
と
い
う
。

叶
O
巴
の
切
同
正
常
導
入
の
効
果
を
、
堀
内

容
誌
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

「J門
O
巴

(
U
F正
常
の
リ
ス
ニ
ン
グ
問
題

は
二
五
分
間
で
五

O
問
。
相
当
な
分
量
で

す
。
し
か
し
、
こ
れ
を
体
験
す
る
こ
と
で
、

リ
ス
ニ
ン
グ
に
対
す
る
ス
タ
ミ
ナ
が
つ
き

ま
す
。三
0
分
間
で
二
五
問
あ
る
、
大
学
入

試
セ
ン
タ
ー
試
験
の
リ
ス
ニ
ン
グ
へ
の
恐

怖
心
も
な
く
な
る
よ
う
で
す
ね
」

堀
内
校
長
は
、
叶
O
巴

n
F
E
m刊
導
入
の

も
う
ひ
と
つ
の
メ
リ
ッ
ト
を
'
」
う
語
る
。

「
生
徒
が
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
先
生
に
気
軽
に

声
を
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
い
い

雰
囲
気
で
す
」

叶
O
巴
の
切
口
込
町
山
刊
は
叶
O
巴
の
テ
ス
ト
に

つ
な
が
り
、
将
来
に
き
っ
と
役
立
つ
と
い

う
理
由
か
ら
、
保
護
者
の
評
判
も
た
い
へ

ん

ょ

い

と

い

う

こ

と

だ

。

国

.問い合わせ:

(財)国際ビジネスコミュニケーション協会
TOE:C Bridge事務局

東京業務センター

~03-5521 ・6007
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